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TTPを知る、凝固線溶検査を中心に

2023年7月12日 〔水〕 19:00-20:00

【Topics】 19:00 ～ 19:10

【Special Lecture】 19:10 ～ 20:00

配信 ZOOM Webinar（詳細裏面、事前登録が必要です）

「微小血栓形成阻害薬カブリビ」のご紹介
サノフィ株式会社

サノフィ株式会社

製品紹介 「微小血栓形成阻害薬カブリビ 」
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ご視聴には事前登録が必要となります。
下記のURLから、またはQRコードを読み取りいただきご参加くださ
い。

短縮URL： https://onl.sc/a2nN1bZ
URL ：
https://sanofi.zoom.com/webinar/register/WN_AcY0A0C
cTgqGHw9Y5kwupA

ウェビナーID： 935 5242 7236
パスコード： 0712

【イベントに関する問い合わせ】
サノフィ株式会社 恒川充志
080-4353-0366
Atsushi.Tsunekawa@sanofi.com 

事前登録のご案内

Special Lecture の概要

血栓性血小板減少性紫斑病(thrombotic 
thrombocytopenic purpura: TTP)は、全身の微小血管に血
小板血栓が形成されることで発症する重篤な疾患であり、早期
の発見、診断ならびに治療介入が患者の生命を左右します。
TTPの一般的な検査所見として、Hb濃度低下、網状赤血球数
増加、LD増加、血清ビリルビン増加、ハプトグロビン低下などの
溶血所見、末梢血塗抹標本での破砕赤血球の出現ならびに血
小板数低下がみられます。一方、凝固線溶検査は軽微な異常に
留まることが多いですが、我々はこれまでの経験から可溶性フィ
ブリンモノマー（複合体）に着目しています。
今回、TTPの概要、病態把握および類似疾患との鑑別について、
凝固線溶検査を中心に考えていきたいと思います。


